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【要

旨
】

過
活
動
膀
胱
と
は
、
「尿
意
切
迫
感
を
有
し
、
通
常
は
頻
尿
お
よ
び
夜
間

頻
尿
を
伴

い
、
切
迫
性
尿
失
禁
が
伴
う
こ
と
も
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
る
症

状
症
候
群

で
あ
る
。
わ
が
国
で
も
多
く
の
患
者
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
、

と
最
近
の
疫
学
調
査
か
ら
推
定
さ
れ

て
い
る
。

過
活
動
膀
胱

の
原
因
と
し
て
は
、
神
経
の
障
害
に
起
因
す
る
も
の
と
神

経
障
害
が
見
出
さ
れ
な

い
(非
神
経
因
性
)
も
の
が
あ
り
、
後
者
に
は
前
立

腺
肥
大
症
の
よ
う
な
下
部
尿
路
閉
塞
、
骨
盤
底
の
脆
弱
化
、
加
齢
、
特
発

性
な
ど
の
原
因
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
脳
血
管
障
害
、
各
種

の
神

経
変
性
疾
患
、
脊
髄
損
傷
な
ど
の
脊
髄
疾
患
等
が
原
因
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
神
経
因
性
膀
胱
と
し
て
包
括
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
疾
患
が
、
ど

の

よ
う
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
過
活
動
膀

胱
を
生
じ
さ
せ
る
の
か
に

つ
い
て
概
説

す
る
。

◆ キ ー ワ ー ド

過活動膀胱

神経因性膀

蓄尿症状

排尿症状

尿意切迫感

 

は

じ

め

に

正
常
な
膀
胱
尿
道
機
能

(以
下
、
下

部
尿
路
機
能
)
は
尿
を
溜
め
る

(蓄
尿
)

機
能
と
、
尿
を
排
出
す
る
(排
尿
)
機
能

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

種

々
の
原
因
で
下
部
尿
路
機
能
が
障

害
さ
れ
る
と
、
蓄
尿
症
状
や
排
尿
症
状

が
現
れ

る
。

蓄
尿
症
状

に
は
昼

間
頻

尿
、
夜
間
頻
尿
、
尿
意
切
迫
感
、
切
迫

性
尿
失
禁
が
あ
る
が
、
特

に
、
尿
意
切

迫
感

を
有
す

る
状
態
を
過
活
動

膀
胱

(O
<
Φ
「
霧
ユ
<
Φ
σ
冨
&

Φ
「
"
O
>
切
)
と

し
て
別
に
定
義
す
る
こ
と
と
な

っ
た
じ
。

急

に
起
こ
る
、
抑
え
き
れ
な

い
強

い
尿

意
を
尿
意
切
迫
感
と

い
う
。
国
際
禁
制

学
会

で
は
こ
の
症
状
を
必
須
と
し
、
通

常
は
頻
尿
を
伴

い
、
切
迫
性
尿
失
禁
は

必
須

で
な

い
症
状
症
候
群
を
過
活
動
膀

胱
と
定
義
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
排
尿
機
能
学
会
が
行

っ
た
疫
学

調
査
に
よ
れ
ば
、
四
〇
歳
以
上
の
男
女

四
四
七
〇
人

の
う
ち
、
過
活
動
膀
胱

の

条
件
を
排
尿
回
数
が

一
日
八
回
以
上
、

か

つ
尿
意
切
迫
感
が
週

一
回
以
上
あ
る

も

の
と
す
る
と
、
全
体

の

一
二

・
四
%

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
悼}。

こ
の
割
合
は
欧
米

の

一
六

・
六
%
に

匹
敵
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お

い
て
は
約
八

一
〇
万
人
が
過
活
動
膀
胱

で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
過
活

動
膀
胱
の
原
因
と
な
る
疾
患
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、
表

1
の
よ
う

に
ま
と
め
ら

れ
る
。

原
因
疾
患
が
は

っ
き
り
し
な
く
て
も

実
際

の
治
療
を
始
め
て
し
ま
う

こ
と
も

多

い
が
、
原
因
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の

治

療

に
際

し
、
薬
物

療
法
、
行

動
療

法
、
電
気
磁
気
刺
激
療
法
、
手
術
療
法

と

い
っ
た
選
択
肢

の
ど
れ
が
有
効
か
、
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表1過 活動膀胱の病因

1.神 経 因性

1)脳 幹部橋 よ り上 位 の中枢 の障害

脳 血管 障害,パ ー キ ンソ ン病,多 系統

萎 縮症,痴 呆,脳 腫 瘍,脳 外 傷,脳 炎,

髄 膜炎

2)脊 髄 の障害

脊 髄損',多 発 性 硬 化症,脊 髄小 脳

変性 症,脊 髄 腫 瘍,頸 椎 症,後 縦 靱

帯 骨化 症,脊 柱 管 狭 窄症,脊 髄血 管

障 害,脊 髄 炎,二 分 脊椎

2.非 神経 因性

1)下 部尿 路 閉塞

2)加 齢

3)骨 盤底 の脆 弱化

4)特 発性

脳血管疾患に伴う過活動膀胱の発生機序図1

×1轍

促進性投射の充進

 

1
1
1
1
.
l
l
▼

制抑脱

脳幹部 より上位の中枢 は,排 尿 中枢 に対 し抑制 的に

コン トロール してお り,上 位 中枢 の障害 によ り脱抑 制

が生 じ,過 活 動膀胱が生 じる と考 えられて きた,し か

し,上 位 中枢 か らの促進性投射 の尤進 も大 きな原因に

なってい ると考え られる,

何
が
無
駄
か
を
見
極
め
る
上
で
重
要
で

あ
る
。

以
下
に
、
原
因
疾
患
の
う
ち
の
神
経

障
害
に
起
因
す
る
過
活
動
膀
胱
、
す
な

わ
ち
神
経
因
性
膀
胱
に
つ
い
て
解
説
す

る
。

、
脳
幹
部
橋
よ
り
上
位

の
中
枢
の
障
害

(1
)
脳
血
管
障
害

医
療
の
進
歩
と
と
も
に
脳
血
管
疾
患

死
亡
率
は
減
少
し
て
い
る
が
、
反
面
そ

の
有
病
率
は
増
加
し
、
「寝
た
き
り
」
老

人

の
四
割
近
く
が
脳
血
管
障
害

に
起
因

し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

「寝
た
き

り
」
を
寝
た
き
り
に
さ
せ
な

い
方
策
と

し
て
も
、
尿
失
禁
な
ど
の
排
尿
管

理
は

重
要

で
あ
る
。

脳
血
管
障
害
に
は
急
激
に
片
麻
痺
や

意
識
障
害
を
来
す
脳
卒
中
と
多
発
性
脳

梗
塞

(多
発
性
小
窩
状
態
)
と
が
あ
り
、

ど
ち
ら
も
過
活
動
膀
胱
を
来
す
可
能
性

が
あ
る
。
過
活
動
膀
胱
は
脳
卒
中
急
性

期
か
ら
み
ら
れ
、
次
第
に
減
少
す
る
が
、

慢
性
期
に
至

っ
て
も
継
続
す
る
例

(三

～
五
割
)
も
多

い
。
大
脳
半
球
前
半
部

に
病
変
を
有
す
る
も
の
が
多

い
が
、
内

包
、
基
底
核

(特
に
被
殻
部
)
、
視
床
病

変
で
も
蓄
尿
障
害
が
多
く
み
ら
れ
る
。

夜
間
頻
尿
、
切
迫
性
尿
失
禁
、
失
禁
を

伴
わ
な
い
尿
意
切
迫
感
、
昼
間
頻
尿
が

多
い
巳
。

脳
血
管
疾
患
に
伴

っ
て
認
め
ら
れ
る

過
活
動
膀
胱
は
、
脳
幹
部
橋
排
尿
中
枢

に
対
す
る
前
脳
か
ら
の
抑
制
性
投
射
が

脳
の
病
変
に
よ
り
障
害
さ
れ
る
た
め
、

す
な
わ
ち
脱
抑
制
が
そ
の
原
因
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
脳
梗
塞

動
物
モ
デ
ル
を
用
い
た
研
究

の
結
果
、

前
脳
か
ら
の
抑
制
性
投
射
の
障
害
も

一

因
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
脳
幹
に
対
す
る

促
進
性
投
射
の
⊥几
進
が
大
き
な
原
因
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る

(図
↓

ら
。

ま
た
、
大
脳
基
底
核
や
視
床
に
の
み

病
変
が
あ
る
症
例
で
は
外
尿
道
括
約
筋

機
能
は
保
た
れ
て
お
り
、
膀
胱
不
随
意

収
縮
が
生
じ
て
も
外
尿
道
括
約
筋
を
収

縮
さ
せ
て
尿
の
漏
出
を
こ
ら
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
脳
皮

質
や
内
包
に
病
変
の
あ
る
多
く
の
症
例

に
お
い
て
は
外
尿
道
括
約
筋
機
能
が
障

害
さ
れ
て
お
り
、
膀
胱
不
随
意
収
縮
に

打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
ず
に
尿
失
禁
と

な
る
9
。
さ
ら
に
、
膀
胱
充
満
時
の
知

覚
障
害
も
切
迫
性
尿
失
禁
に
関
与
し
て

い
る
艶
。
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術学

脳
血
管
障
害
後
遺
症
と
し
て
過
活
動

膀
胱
を
訴
え
、
さ
ら
に
多
量
の
残
尿
な

ど

の
排
尿
症
状
を

認
め

る
こ
と

が
あ

る
。
通
常
は
前
立
腺
肥
大
症
な
ど

の
下

部
尿
路
閉
塞

の
合
併
に
よ
る
こ
と
が
多

い
が
、
膀
胱
平
滑
筋
自
身

の
収
縮
障
害

に
よ
る
こ
と
も
あ
る
壱

(2
)
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
中
高
年

に
発
病

し
、
安
静
時

の
手
足

の
粗
大

な
振
戦

、

小
刻
み
歩
行
、
寡
動
、
筋
強
剛
な
ど
を

特
徴
と
し
、
緩
徐
進
行
性

の
代
表
的
な

錐
体
外
路
系
変
性
疾
患

で
あ
る
。
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
で
は
三
五
～
七
〇
%
に
下

部
尿
路
機
能
障
害
が
み
ら
れ
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
排
出
障
害
よ
り
蓄
尿
障
害

が
多

い
。
両
者

の
症
状
を
併

せ
持

つ
症

例
も
少
な
く
な

い
。

一
般
に
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
症
状
が
重
度
に
な
る
に

つ
れ

、

下
部
尿
路
機
能
障
害

の
頻
度
は
増
加
す

る
。
た
だ
し
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
治
療

薬
に
よ
る
症
状

の
修
飾
も
あ
る
の
で
注

意
が
必
要

で
あ
る
。

腹
側
被
蓋
野
か
ら
の
投
射
系
あ
る
い

は
黒
質
緻
密
部
か
ら
線
条
体

へ
の
ド
ー

パ
ミ
ン
ニ
ュ
ー
ロ
ン
投
射
系

は
排
尿
反

射
を
調
節
し
て

い
る
。
ド
ー
パ
ミ
ン
の

翫
受
容
体
を
介
す
る
投
射
系

は
橋
排
尿

中
枢

に
対
し
て
抑
制
性

に
作
用
し
、
玩

受
容
体
を
介
す
る
投
射
系
は
脳
幹
部
を

介
し

て
排
尿
反
射
を
促
進
す

る
と
報
告

さ
れ
て
い
る
・.石

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
神
経
病

理
の
特

徴
は
、
黒
質
緻
密
部

の
ド
ー
パ
ミ
ン
ニ

ュ
ー

ロ
ン
の
変
性
脱
落
が
線
条
体

の
ド

ー
パ
ミ
ン
濃
度
の
著
明
な
減
少
を
も
た

ら
す

こ
と
に
起
因
す
る
。
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病

の
運
動
障
害
に
関
与
し
て
い
る
の

が
鋭
受
容
体

の
不
全

で
あ
り
、
排
尿
反

射

の
充
進
に
は
n
受
容
体

へ
の
入
力
障

害
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
ε
。

(
3
)
多
系
統
萎
縮
症

シ
ャ
イ

・
ド
レ
ー
ガ
i
症
候
群

の
病

理
学
的
特
徴
は
自
律
神
経
系

の
変
性
だ

け
で
な
く
、
小
脳
、
錐
体
外
路
、
錐
体

路
、
脊
髄
な
ど
の
多
系
統

の
変
性
を
伴

う
た
め
、
シ
ャ
イ

・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候

群

の
こ
と
を
多
系
統
萎
縮
症

(日
巳
叶"-

且
Φ
の同
。゚
9
日

碧
8
ロ
ξ

)
と

い
う

こ
と

が
あ
る
。

一
方
、
シ
ャ
イ

・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候

群

の
最
終
的
な
病
理
像
は
こ
れ
ま
で
の

オ
リ
ー
ブ
橋
小
脳
萎
縮
症
や
線
条
体
黒

質
変
性
症

の
病
変

の
分
布
と
重
複
す
る

た
め
、

こ
れ
ら
の
三

つ
の
疾
患
を
ま
と

め
て
多
系
統
萎
縮
症
と
総
称
す

る
こ
と

が
あ
る
。

つ
ま
り
、
病
初
期

に
は
シ
ャ

イ

・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候
群
は
自
律
神
経

症
状
が
、
オ
リ
ー
ブ
橋
小
脳
萎
縮
症
で

は
小
脳
症
状
が
、
線
条
体
黒
質
変
性
症

で
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
が
中
心
で
あ

る
が
、
中
に
は
初
期
か
ら
そ
れ
ら
が
混

在
し

て
い
る
移
行
型
が
み
ら
れ
た
り
、

進
行
期
に
は
す
べ
て
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
も
多

い
。
最
終
的
に
は
こ

れ
ら
三
つ
の
疾
患
は
区
別
が

つ
け
に
く

く
な
り
、
病
理
学
的
に
も
多
系
統
萎
縮

症
と
呼
ぶ
し
か
な

い
像
を
呈
す
る
こ
と

が
多

い
。

多
系
統
萎
縮
症
の
六
〇
%
は
診
断
時

あ
る
い
は
診
断
前
に
下
部
尿
路
症
状
が

認
め
ら
れ
る
。
神
経
障
害
は
排
尿
反
射

中
枢
に
対
し
脱
抑
制
と

い
う
形
で
蓄
尿

症
状
を
生
じ
さ
せ
る
。
初
発
症
状
は
尿

意
切
迫
感
、
頻
尿
、
切
迫
性
尿
失
禁
が

多

い
。
し
か
し
、
進
行
す
る
に
つ
れ
て

橋
や
仙
髄
に
障
害
が
及
ん
で
尿
道
括
約

筋
障
害
か
ら
排
尿
症
状
が
出
現
し
て
く

る
。
シ
ャ
イ

・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候
群
で

は
、
膀
胱
像
に
て
膀
胱
頸
部

の
開
大
が

特
徴
と
さ
れ
る
…
。

(4
)
痴

呆

痴
呆
と
は
、
①
後
天
的
に
生
じ
た
知

的
能
力

の
低
下

で
あ
る
、
②

持
続
性
、

多
く
は
回
復
が
困
難
で
あ
る
、
③

脳
の

器
質
的
障
害
に
基
づ
く
、
④

意
識
障
害

に
よ
る
も

の
で
は
な

い
、
と
定
義
さ
れ

る
。
臨
床
的
に
は
記
憶
、
見
当
識
、
判

断
、
理
解

の
障
害
な
ど
の
中
核
的
症
状

に
加
え

て
、
抑
う

つ
、
自
発
性
低
下
、

睡
眠
障
害
、
幻
覚
、
排
徊
、
過
食
、
尿

失
禁
な
ど

の
随
伴
症
状
を
呈
す
る
。

高
齢
化
社
会

に
伴

い
そ
の
数
は
増
加

し
、
厚
生
労
働
省

の
推
計

に
よ
る
と
、

一
九
九
五
年

で
は
六
五
歳
以
上

の
老
人

人

口

の
六

・
九

%
、
二
〇

一
〇
年

は

八

・
一
%
、
二
〇

二
〇
年

に
は

八

・

九
%
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
脳

血
管
性
痴
呆
が
多
か

っ
た
が
、
近
年

は

ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
痴
呆
が
多
く
な

っ

て
き
て
い
る
。

ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
は
、
記
憶
障
害

で
発
症
し
た
後

、
進
行
性
の
経
過
を
辿

り
、
最
終
的

に
は
慢
性
植
物
状
態
に
至

る
経
過

の
長

い
疾
患
で
あ
る
。
尿
失
禁

も
初
期
は
機
能
的
尿
失
禁
で
あ

る
が
、

次
第
に
切
迫
性
尿
失
禁
と
な
る
。

マ
イ

ネ

ル
ト
基
底
核

か
ら
大
脳
皮
質
に
投
射

し
て
い
る
ア
セ
チ
ル

コ
リ
ン
神
経
の
変

性

・
脱
落
が
そ
の
初
期
に
お

い
て
は
特

徴
的
で
、
病
態
を
規
定

し
て
い
る
。
大

脳
皮
質
ム
ス
カ
リ
ン
受
容
体
は
排
尿
反
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聾

射
中
枢

に
対
し
て
抑
制
性

に
投
射
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
∈
、
痴
呆

に
伴

い
、
こ
の
抑
制
系

の
障
害
が
蓄
尿

障
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。

一
一、
脊

髄

の
障
害

(
↓

脊
髄
損
傷

一
九
九
〇
～
九

二
年

の
三
年
間

の
疫

学
調
査

の
結
果
、
神
経
学
的
欠
落
所
見

を
示

し
た

萄
冨
ロ
犀
①
一
〉
～

】)
の
症
例

は
、
人

口

一
〇
〇
万
人
当

た
り
四
〇

・

脊髄疾患に伴う過活動膀胱の発生機序図2

X

二
人

で
、
男
性
が
女
性
よ
り
約

三
倍
多

い
と
さ
れ
て
い
る
重
。
そ

の
う
ち
頸
髄

損
傷
が
七
五
%
と
最
も
多

い
。
脊
髄
損

傷
は
受
傷
部
位

の
高
さ
に
よ
り
核
上
型

(仙
髄
よ
り
上
位

の
損
傷
)
、
核
型

(仙

髄
)
、
核

下
型

(仙
髄
よ
り
下
位

の
損

傷
)
に
分
類
さ
れ
る
。

脊
髄
損
傷
の
急
性
期

に
は
完
全
尿
閉

と
な
る
が
、
回
復
期
、
固
定
期
に
な
る

に
従

い
排
尿
反
射

が
回
復
し
て
く

る
。

過
活
動
膀
胱
が
問
題
と
な
る
の
は
通
常

核
上
型
損
傷
で
あ
る
。
膀
胱

の
圧
受
容

核上型脊髄 損傷で は,本 来のAδ 線 維 に代 わって

C線 維が求心路 を形 成す るようになるため,易 刺 激

性 を獲得する ようになる.

体
、
温
痛
覚
受
容
体

か
ら

の
情
報

は
、

そ
れ
ぞ
れ
膀
胱
の
求
心
路
を
形
成
す
る

〉
軌
線
維

(有
髄
)
と
C
線
維

(無
髄
)
に

よ
り
、
骨
盤
神
経
、
下
腹
神
経
を
経
て

ω
悼
1
ω
心
゜
あ
る

い
は
日
げ
一
〒

目
N
の
後

根
神
経
節
に
運
ば
れ
、
こ
こ
か
ら
脊
髄

内

の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
(後
角
)
に
伝
え
ら
れ

る
。
〉
軌
線
維

は
排
尿
閾
値
を
決
定
す

る
。
C
線
維
は
正
常
状
態

で
は
機
能
し

な

い
と
さ
れ
る
。

仙
髄
よ
り
上
位
の
脊
髄

の
損
傷

で
み

ら
れ
る
排
尿
反
射

の
尤
進
は
、
神
経
反

射
経
路

の
再
構
築
が
な
さ
れ
る
た
め
と

考
え
ら
れ
て
い
る
華
。
す
な
わ
ち
、
ネ

コ
、
お
そ
ら
く

ヒ
ト
で
も
本
来

の
〉
軌

線
維
に
代
わ

っ
て
C
線
維
が
求
心
路
を

形
成
し
、
易
刺
激
性
を
獲
得
す
る
よ
う

に
な
る

(図
2
)
。
こ
の
神
経
反
射
経
路

の
再
構
築
に
関
与
し
て
い
る
の
が
神
経

成
長
因
子

(2
0
団
)
で
あ

ろ
う
と

予
想

さ
れ
て
い
る
=
這

(2
)多
発
性
硬
化
症

多

発
性
硬

化
症

(日
巳
自
且
①
・゚
〇
一甲

「o
°。
尻

"
ζ
ω
)
は
中
枢
神
経
白
質

の
炎

症
性
脱
髄
を
特
徴
と
し
、
典
型
的
に
は

二
〇
～
三
〇
歳
代
で
発
症
、
二

二

で

女
性
に
多
く
、
再
発
と
寛
解
を
繰
り
返

し
な
が
ら
慢
性
的
に
進
行
す
る
疾
患
で

あ
る
。
日
本
人
に
お
け
る

ζ
ω
の
有
病

率
は

一
〇
万
人
当
た
り

一
～
四
人

で
、

北
欧
や
北
米

の
白
人

一
〇
万
人
当
た
り

二
〇
～
二
〇
〇
人
に
比
較
す
る
と

か
な

り
低

い
。

臨
床
症
状
と
し
て
は
、
四
肢
の
異
常

知
覚
、
視
力
障
害
な
ど
の
知
覚
障
害

で

発
症
す

る
こ
と
が
多
く

(三
〇
～
四
〇

%
)
、
ま
た
歩
行
障
害
、
運
動
麻
痺

で
発

症
す
る
こ
と
も
あ

る
(
二
〇
%
程
度
)
。

最
も
多

い
の
は
錐
体
路
症
状
、
視
神
経

症
状
、
知
覚
障
害
、
失
調
症
な
ど

で
あ

る
。下

部
尿
路
機
能
障
害
を
初
発
と
す
る

症
例
は
二
～

一
六
%
程
度
で
、
こ
れ
以

外
に
も
直
腸
障
害
や
性
機
能
障
害
な
ど

の
自
律
神
経
障
害
を
初
発
症
状
と
す
る

症
例
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
目
詳
三

一-

尾
『
ら

に
よ
る
二
二
の
文
献
集
計
邑

で

は
、

一
八
八

二
例

の

ζ
ω
症
例

中

六

二
%
に
排
尿
筋
過
活
動
、
二
五
%
に
排

尿
筋
外

尿
道
括
約
筋
協

調
不
全

(住
⑦
-

訂
島
自
-
°。嘗

ぎ
〔
什嘆

畠

。゚の
望
昌
曾
賦
巴
、

排
尿
筋
低
活
動
は
二
〇
%
で
あ

っ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、
本
邦

に
お

い
て
は
蓄
尿
症
状
よ
り
も
排
尿
症
状
が

多

い
と
さ
れ
て
い
る
。

本
邦
と
欧
米
と
の
症
状

の
差
は
、
中
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術学

枢
神
経
系

に
存
在
す
る
病
巣
部

(脱
髄

性

の
斑
、
ζ
ω

豆
宕

ロ
①
)
の
部
位

の
差

に
起
因
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仙
髄

領
域
よ
り
上
、
あ
る
い
は
脊
髄
よ
り
上

位

の
中
枢
神
経
に
存
在

す
る

ζ
ω

豆
甲

O
ロ
Φ
に
よ
り
蓄
尿
症
状
が
生
じ
、
仙
髄

の
ζ
ω

冒
冨
O
ロ
Φ
に
よ
り
排
尿
症
状
と

陰
部
神
経
障
害
が
引
き
起

こ
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
欧
米
人
で
は
脊

髄
よ
り
上
位
の
中
枢
に
六
〇
～
九
〇
%

の
割
合

で
ζ
ω

O
冨
ρ
信
o
が
み
ら
れ
た

と
報
告
さ
れ
て
い
る
峯
。

お

わ

り

に

こ
れ
ま
で
は
泌
尿
器
科
医
が
行
う
尿

流
動
態
検
査
の
う
ち

の
膀
胱
内
圧
測
定

で
、
膀
胱
不
随
意
収
縮
が
認
め
ら
れ
る

時
、
こ
れ
を
過
活
動
膀
胱
と
定
義
し
て

き
た
の
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
二
年
か
ら

は
こ
れ
を
蓄
尿
症
状

の
み
で
定
義
す
る

よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。
こ
の
背
景

に
は
よ
り
多
く

の
症
例
を

ノ
ミ
ネ
ー
ト

し
、
よ
り
積
極
的
に
治
療
し
よ
う
と

い

う
意
図
が
窺
え
る
。

過
活
動
膀
胱

の
プ

ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
は

泌
尿
器
科
と

い
う
よ
り
も

一
般
医
の
手

に
渡

っ
た
感
が
あ
る
が
、
難
治
性

の
症

例
が
泌
尿
器
科
医
に
紹
介
さ
れ
て
く
る

こ
と
も
多
く
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。
病

診
連
携

の
も
と
に
対
処
す

べ
き
疾
患

で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
日
本
排
尿
機
能
学
会
が
中
心

と
な
り
、
過
活
動
膀
胱
診
療
ガ
イ
ド
ラ

イ

ン
を
作
成
中
で
あ
る
。
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